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2022年10月の活動
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スポーツが持つ無限の可能性に挑戦し、
地域社会と共に「夢」と「幸せ」、そして「未来」を創出する。

【スポーツで繋がる、創る】

スポーツのチカラで人と人を繋ぎ、地域社会の未来を創るエンジンに

【あらゆる人に、スポーツを】

あらゆる人がスポーツを楽しみ、「夢」を追うことができる
環境・機会を創出し、地域社会にスポーツでもっと「幸せ」を

【この街から、世界へ】

世界で活躍できる選手を育成し、子供たちと地域社会に夢と未来を

F・マリノススポーツクラブ 理念
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2022年10月の活動一覧

No. 活動名 スライドNo.

1 SHIBA-Up (企業版ふるさと納税事業) 4

2 F・マリノスSDGs FES 2022 5

3 横浜市 みんなのケータイリサイクル！ 6

4 LEADS TO THE OCEAN 海につづくプロジェクト 7

5 #命つなぐアクション 8・9

6 横浜元気!! スポーツ・レクリエーションフェスティバル 2022 10

7 よこすかスポーツフェスタ2022 11

8 緑区民まつり2022 12

9 小机幼稚園交通安全教室 13

10 久里浜商店街清掃活動 14

11 横浜マラソン2022 15

No. 活動名 スライドNo.

12 エンジョイフットボール 16

13 Womanサッカー 17

14 ふぁんタイム 18

15 横浜F・マリノスフトゥーロ 19

16 横浜市立浦舟特別支援学校サッカー教室 20

17 鴨居中学校「和（なご）みルーム」スポーツタイム 21

18 ランニングクラブ 22

19 アカデミー（ユース） 23・24

20 アカデミー（ジュニアユース） 25

21 アカデミー（プライマリー） 26・27

22 サッカースクール・スペシャルクラス 28
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 7万円 (マリノストライカー運営) 売上

今後に向けて
(インナー向け)

SHIBA-Up (企業版ふるさと納税事業)

粧美堂株式会社、F・マリノススポーツクラブ、横須賀市、株式会社ピリカ

2022年10月6日 横須賀リーフスタジアム他

昨今深刻化している海洋ごみ、特にマイクロプラスチックに関する対策アクション。
海洋ごみの多くは人工芝など陸由来のごみが占めていると言われており、それを解決していく。

・

30万円

地域貢献活動・復興応援活動など

横須賀市民

人工芝グラウンドで発生する人工芝片を拾って、海に流れ込むのを防ぐと共に、集めた人工芝をアップサイクルして
新しいスポーツ用品へ生成する。
活動は企業版ふるさと納税による寄附を原資にしている。

詳細はコチラを参照

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/club/2970/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

F・マリノスSDGs FES 2022
F・マリノススポーツクラブ

10月8日（土） 日産スタジアム

・難しいイメージのあるSDGsについて、まずは気軽に参加してみて楽しく理解を深めていくことを目的に実施
詳細はコチラを参照。

10/8ガンバ大阪戦の試合前に西ゲート広場でSDGsに関連する物販・PRブースが出展し、来場者が楽しく体験できる
イベントを開催

・多くの方が来場し、各ブース大盛況。
・サッカーコーナーのコーチを務めるフトゥーロの選手は子供たちから大人気で、一緒に楽しく汗を流した。

0円 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

横浜F・マリノスホームゲーム来場者

・F・マリノス フトゥーロの選手10名が、サッカーコーナーやユニフォーム回収の運営をサポート。
・クラブOBの中町公祐氏が代表理事を務めるNPO法人「Pass on」を通じてアフリカにユニフォームを届ける寄付プロ

ジェクトを実施し、839枚のユニフォームが集まった。
・ファン、サポーターの方から出店者を募り、F・マリノス オフィシャルグッズのフリーマーケットを実施し、応援グッ

ズやTシャツなどを次に大切に使ってくれる方に繋げた。

https://www.f-marinos.com/news/event/4696
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

・2/19 C大阪戦 17個
・2/23 川崎戦 14個
・3/2 神戸戦 18個

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

横浜市 みんなのケータイリサイクル！
横浜市資源循環局、横浜市内スポーツチーム

2022年2月~ 日産スタジアム

・リチウムイオン電池を含む電子機器の発火トラブルの防止
・携帯電話を構成するレアメタル（希少金属）のリサイクル促進
詳細はコチラも参照。

・スタジアムにて携帯電話回収ボックスを設置、ホームゲーム来場者から不要な携帯電話を回収する。
回収された携帯電話は障がい者就労施設にて分解される。

・横浜のスポーツチームが複数参画。

・21年シーズンからの継続実施活動。

0円 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

横浜F・マリノスホームゲーム来場者

・3/6 清水戦 22個
・4/2 東京戦 35個
・5/7 名古屋戦 30個

・6/25 柏戦 21個
・7/6 広島戦 7個
・7/30 鹿島戦 17個

・9/7 湘南戦 0個
・9/10 福岡戦 10個
・9/18 札幌戦 10個

・10/8 G大阪戦 27個
・10/12 磐田戦 10個
・10/29 浦和戦 7個

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/hometown/719/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

LEADS TO THE OCEAN 海につづくプロジェクト（通称：LTO）
NPO法人海さくら、日本財団／プロスポーツチーム(22年10月時点：20チーム)

2022年10月8日(土)、12日(水)、29日(土) 日産スタジアム周辺

スポーツと清掃活動を軸に、海・自然環境への意識を高め、次世代に美しい自然を残すためのプロジェクト。
「海にゴミは行かせない！」を合言葉に、街から海に流れるごみを減らし、本来の美しい海・環境を取り戻す。
LTO活動の詳細は コチラ

日産スタジアムでのホームゲーム試合前にゴミ拾いを実施。
基本4時間前から試合開始までの間に実施しており、皆様のお好きな時間に参加可能。
22シーズンは年間に9個以上のスタンプを集めると『ゴミ拾いマスター』に認定！

10/8  (第63回) : 48名参加 集めたごみ(ごみ袋)の数：可燃ごみ 17袋、不燃ごみ 22袋
10/12(第64回)： 45名参加 集めたごみ(ごみ袋)の数：可燃ごみ 9袋、不燃ごみ 7袋
10/29(第65回)： 56名参加 集めたごみ(ごみ袋)の数：可燃ごみ 13袋、不燃ごみ 17袋

・10/8には日産スタジアム内にて『ゴミ拾いマスター表彰式』を実施し、60名の方がゴミ拾いマスターを授賞。
※最終的に22シーズンは100名の方がゴミ拾いマスターを授賞。
・詳しくはLTO横浜F・マリノスページ内の活動レポートをご覧ください。
→ https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/
→ 10/8(第63回)の様子はコチラ、 10/12(第64回)の様子はコチラ、 10/29(第65回)の様子はコチラ

0円 0円

参加者増となる取り組みを検討中

地域貢献活動・復興応援活動など

全ての人

https://www.uminitsuzuku.com/#why
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/report/20221008/
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/report/20221012/
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/report/20221029/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

#命つなぐアクション 日本体育大学による救護サポート
F・マリノススポーツクラブ / 日本体育大学保健医療学部救急医療学科

日産スタジアムでのホームゲーム実施日 日産スタジアム

・「スポーツ中の心臓突然死をゼロにする」を目的に取り組む「#命つなぐアクション」の一環。
より安心安全な観戦環境を創るとともに、活動を通じてファン・サポーターへの啓発も狙う。

・日産スタジアムのホームゲームにおいて、日本体育大学保健医療学部救急医療学科の学生によって組成された
救護チームがAEDを装備してスタジアムを巡回し、有事の際には救護活動を行う。

・活動時には松田直樹さんの背番号である「3」のついたビブスを着用して活動を行う。

・5月7日以降の日産スタジアム開催のホームゲームで救護サポートを実施
・日本体育大学とは連携協定を締結しており、今後も「#命つなぐアクション」を共に推進していく

・詳細はこちらもご参照ください。

救急救命士一人につき1万円 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

日産スタジアム来場者

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/hometown/2363/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

#命つなぐアクション 「スタジアムで倒れている人を見かけたら」動画

F・マリノススポーツクラブ、一般社団法人松田直樹NextGeneration、横浜市消防局(動画内容監修)

ホ―ムゲーム実施日 日産スタジアム / ニッパツ三ツ沢球技場

・人が倒れているのを見かけた時に正しい行動をとれるように。

・倒れている、かつ心肺停止に陥っている人をスタジアムで見かけた時にどのような行動をとるべきかを
啓発する動画を作成しホームゲームで放映する。

・動画内ではスタジアム内のAEDの場所も紹介

動画制作60万円程度 0円

特になし

地域貢献活動・復興応援活動など

横浜F・マリノスホームゲーム来場者
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 0円 売上

今後に向けて
(インナー向け)

横浜元気!! スポーツ・レクリエーションフェスティバル 2022 中央イベント

横浜市スポーツ協会・横浜市

2022年10月9日 新横浜公園

・市民の皆さんがスポーツに親しみ楽しんでいただくきっかけづくり

・

70,000円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

イベント来場者(小学生低学年親子25組50名)

・小学生低学年親子25組50名を対象にした親子で楽しめる運動プログラムを実施
・大人チームvsこどもチームでの紅白戦も実施。

・定員の25組50名が参加。

・普段サッカーをしてない子どもたちや、日ごろそれほど運動をしていない大人の方も含めて、みんなで楽しく
体を動かすことができた。

・天然芝でボールを蹴ることが参加者の皆さん楽しそうだった。
・ボールを介して親子のコミュニケーションが取れてる様子が微笑ましかった。
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 7万円 (マリノストライカー運営) 売上

今後に向けて
(インナー向け)

よこすかスポーツフェスタ2022

横須賀市

2022年10月10日 横須賀リーフスタジアム

・市民の皆さんがスポーツに親しみ楽しんでいただくきっかけづくり

・

30万円

地域貢献活動・復興応援活動など

イベント来場者(小学生低学年50名、小学生高学年30名)

・小学生低学年50名、高学年30名を対象としたサッカー教室とマリノストライカー
※市内で各種スポーツイベントを展開

・午前中の低学年の部は定員の50名が参加、午後の高学年の部は30名が参加

・チーム単位で参加している子供もいて、マリノスコーチの指導に耳を傾けていた
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活動名

主催／共催

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

緑区民まつり2022
緑区民まつり実行委員会(緑区役所地域振興課)

2022年10月16日(日) 県立四季の森公園、緑区役所、緑公会堂

区民相互の交流を深め、区民のふるさと意識を醸成するとともに、地域連帯と団体の活性化を図る

緑区スポーツ推進委員連絡協議会ブースで使用する景品の協賛
(協賛品：選手サイン入り色紙×5枚、オリジナルメモ帳×200部)

ブース体験者数：802名

3年ぶりの開催ということもあり、とても多くの方が会場に訪れていた。※来場者数3万人
弊クラブの景品が当たった方は、とても喜んでくれたようで良かった。

0円 0円

次年度以降は、景品協賛以外にも何か行えるようにしたい

地域貢献活動・復興応援活動など

誰でも（主に緑区民）
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

・約100名が参加

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

小机幼稚園交通安全教室
横浜市交通局

2022年10月20日 小机幼稚園駐車場

・神奈川県は交通事故件数が多い県
・少しでも交通事故を減らしていきたい

・バスの乗り方を紙芝居を見て学ぶ。
・横断歩道の渡り方を実施。

・紙芝居を見た後に実践をして、子ども達は学ぶことがある。
その他にもミニバスやミニ電車を運転、トリコロールマーメイズとマリノスケ、はまりんと一緒に体操をして
子ども達が飽きることなく、活動を実施。

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

地域貢献活動・復興応援活動など

小机幼稚園

・右記写真を参照
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

久里浜商店街清掃活動
F・マリノススポーツクラブ／久里浜商店街、サポーター有志の方々、TRICOLOLE CREWS会員の方々

2022年10月23日(日) 久里浜商店街

・商店街を盛り上げる（商店街に関わる人々を笑顔にする）
・この活動を通して地域との絆を強めたり、新たな人たちとのつながりを作る
・商店街にクラブカラー(トリコロール)を増やして、地域の方々にクラブを周知してもらう

・サポーター有志の方々、TRICOLOLE CREWSの方々、クラブスタッフによる清掃活動(夏まつり会場のゴミ拾い)
・清掃活動終了後に各店舗へ応援ショップ案内カードおよびクラブポスターを配布

・約40名で実施
（サポーター有志の方々、TRICOLOLE CREWSの方々、クラブスタッフ、山根選手、西田選手など）
・およそ2時間実施（清掃活動約45分→休憩→ポスター配布約45分）

・今年3回目の清掃活動で、過去最多となる約40名もの方が参加
・新人研修の一環として、トップチームの山根陸選手と西田勇祐選手も参加
・今後も継続して、様々な商店街（地域）で実施していきたい

☆メディア掲載記事：スポーツ報知、神奈川新聞

0円 0円

・今後清掃以外の活動も実施していきたい
・ハマトラ以外の参加者を増やしていきたい

地域貢献活動・復興応援活動など

上記の方々

https://hochi.news/articles/20221024-OHT1T51175.html?page=1
https://www.kanaloco.jp/sports/soccer/marinos/article-946232.html
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活動名

主催／協働

対象 横浜市民ほか

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

・マリノスファミリー（日本工学院サッカー部、ランニングクラブ、トリコロールマーメイズ）で
参加できたことにより普段あまり交流の無い仲間との良い交流になった

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

横浜マラソン2022 第13給水所／給水パフォーマンス
横浜マラソン組織委員会

2022年10月30日（日） 首都高

・横浜市民をはじめ、ランナーのみなさんにスポーツを通じてマリノスやチアにも関心を持っていただく

・給水所での給水ボランティア活動
・トリコロールマーメイズによるチアパフォーマンス

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

地域貢献活動・復興応援活動など

・右記写真を参照



活動名

主催

対象

実施日

実施場所

活動内容

備考

【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年10月)
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エンジョイフットボール

F・マリノススポーツクラブ

2022年10月1日,15日

大和ゆとりの森、横浜市立吉田中学校

ウォーミングアップ・技術トレーニング・試合形式
15日は親子サッカー

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

1日18歳以上
15日小学1～6年生と保護者

1日53名 15日9組18名 合計＝のべ71名



活動名

主催

対象

実施日

実施場所

活動内容

備考

【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年10月)
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Womanサッカー

F・マリノススポーツクラブ

2022年10月2日

マリノストリコロールパーク新吉田,しんよこフットボールパーク

ウォーミングアップ・技術トレーニング・試合形式

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

18歳以上の女性

合計＝延べ38名



活動名

主催

対象

実施日

実施場所

活動内容

備考

【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年10月)
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ふぁんタイム

F・マリノススポーツクラブ

2022年10月2日

大和ゆとりの森

ウォーミングアップ・技術トレーニング・試合形式

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

当日参加者＝28名
活動後は横浜F・マリノスフトゥーロの市リーグを観戦（希望者のみ）

小学1～6年生の知的・発達障がい児



活動名

主催

対象

実施日

実施場所

活動内容

試合結果

【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年10月)
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横浜F・マリノスフトゥーロ
横浜市社会人リーグ３Dグループ / ツクイカップ / ホームゲームイベント運営補助

横浜市リーグ 2022年10月2日(日) ,10月23日(日)
ツクイカップ 2022年10月22日(土)
ホームゲーム 2022年10月8日(土)

大和ゆとりの森 /県立スポーツセンター
日産追浜総合グラウンド / 日産スタジアム

市リーグ＝横浜F・マリノスフトゥーロAチーム
ツクイカップ＝横浜F・マリノスフトゥーロB～Eチーム
ホームゲームイベント運営補助＝横浜F・マリノスフトゥーロ10名

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

横浜市サッカー協会 / 神奈川県知的障がい者サッカー連盟

市リーグ＝35分ハーフ
ツクイカップ＝B～D25分ハーフ,E15分ハーフ
ホームゲームイベント＝SDGsフェス運営補助

市リーグ vs 横浜SFC 1-3● vsPSSJ 3-1〇
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活動名

主催／協働

対象 小学生

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

・参加者7名
・今後はトリコロールマーメイズと一緒にチアも実施の方向

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

横浜市立浦舟特別支援学校サッカー教室
横浜市立浦舟特別支援学校

2022年10月13日（木） 浦舟特別支援学校

・体を動かす機会が少ない生徒のみんなとボールを使って楽しく運動

・体を動かす事、ボール遊び、マリノスケとのふれあいタイム

・子ども達の笑顔に溢れていた。

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

地域貢献活動・復興応援活動など

【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年10月)



【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年10月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

鴨居中学校「和（なご）みルーム」スポーツタイム
F・マリノススポーツクラブ、鴨居中学校

2022年10月28日（金） 鴨居中学校

・生徒の中には「F・マリノスのスポーツタイムがあるから行く」など学校に行くことが楽しみにしている子もいる。
・今回2回目を実施し、第1回目よりは緊張していなく、楽しんでいる様子でした。
・右記写真を参照

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

鴨居中学校1年～3年生

地域貢献活動・復興応援活動など

・鴨居中学校「和（なご）みルーム」の生徒達を対象に健康促進。
・課外活動が少ない現状。活動を通じて、生徒達の悩みなどを解決。

・F・マリノスふれあいコーチによる、サッカー教室

・参加生徒数：8名
・学校側からは継続に実施してほしい。とコメントをいただいている。



【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年10月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的

活動内容

活動の結果

活動の様子

試合結果
ニュース等

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

ランニングクラブ

F・マリノススポーツクラブ

2022年10月8、22 日（土） 新横浜公園～日産スタジアム

・ランニング活動を通して、マリノスファミリーの獲得
・ランニングの楽しさを体感することと、健康の寄与する活動
・正しいウォーミングアップの伝達

・ウォーミングアップ、ストレッチを入念におこないランニング
・正しいストレッチ、ウォーミングアップを行いケガを予防する
・体幹も鍛えながらランニング中のフォームが乱れないように鍛えます。

・徐々に気温の高くなってきてランニングには厳しい季節に近づいてきました。
熱中症に注意しながら給水もしっかり摂りながらランニングを行っています。

・今回はいつもの新横浜公園内、日産スタジアム周辺をランニングしました
・終了のストレッチも入念に行います。
・気温の高くなってきましたので、給水も小まめに行います。
・ランニングが終わった後の皆さんの会話も楽しそうです。
・小机フィールド横を走り、トップチームの練習も時々見れますよ。

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

活動写真添付

成人男性・女性
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ユース

高円宮杯JFAU-18サッカープレミアリーグ2022 EAST
■順位表
https://www.jfa.jp/match/takamado_jfa_u18_premier2022/east/st
andings/
■得点ランキング
https://www.jfa.jp/match/takamado_jfa_u18_premier2022/east/ra
nkings.html

高円宮杯JFAU-18サッカーリーグ2022 神奈川 K2
■順位表
https://www.kanagawa-fa.gr.jp/cms/u18-league/2022/div2/

https://www.jfa.jp/match/takamado_jfa_u18_premier2022/east/standings/
https://www.jfa.jp/match/takamado_jfa_u18_premier2022/east/rankings.html
https://www.kanagawa-fa.gr.jp/cms/u18-league/2022/div2/


【この街から、世界へ】活動レポート(22年10月)
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

代表関連

ユース所属の内野航太郎選手、松村晃助選手が、U-18日本代表スペイン遠征のメンバーに選出

内野航太郎選手 松村晃助選手



【この街から、世界へ】活動レポート(22年10月)
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ジュニアユース

関東U-15リーグ
リーグ戦結果
https://myo-ga.sakura.ne.jp/wop/competition/kanto-u15-2022/

関東U-13リーグ
リーグ戦結果
https://myo-ga.sakura.ne.jp/wop/competition/kanto-u13-2022/

https://myo-ga.sakura.ne.jp/wop/competition/kanto-u15-2022/
https://myo-ga.sakura.ne.jp/wop/competition/kanto-u13-2022/


26

2022年度 Pr新横浜・Pr追浜U10
体験型ダイバーシティ教育プログラム「スポ育® 」報告

プライマリーU-10選手が、体験型ダイバーシティ教育プログラム（ブラインドサッカー）を体験しまし
た。内容は、アイマスクをしてストレッチをしたり、移動をしたり、ボールを蹴ったりをガイド役の指示で
行い、日常では経験することができない体験をすることができました。最初は戸惑い、少し緊張した
様子でしたが、寺西選手のアドバイスで少しずつ笑顔がみれるようになりました。ストレッチでは、ガイ
ド役の選手が頭を抱える場面も多く見受けられました。キックなどサッカーとしてのプレーでは、セッショ
ン内において自分たちのプレーを改善するための話し合いを積極的に行う様子がみられ、終了後の
話では、少ないながらも講師に対して質問する選手もいました。
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選手・保護者からのコメント

2022年度 Pr新横浜・Pr追浜U10
体験型ダイバーシティ教育プログラム「スポ育® 」報告
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サッカースクール

スペシャルクラス

◆主な実施イベント
■J1リーグホームゲーム

10/8（土）vs ガンバ大阪戦@日産スタジアム、しんよこフットボールパーク
YFAスーパーキッズゲーム＆前座試合（年長）

10/29（土）vs  浦和レッズ＠しんよこフットボールパーク、日産フィールド小机
スクール交流戦（3、4年生）

■大人スクールイベント
10月22日（土）大人クラス交流戦 ＠大和ゆとりの森

＜10月会員数＞
【北エリア】新吉田校：278名、東山田校：326名、中山校：94名、小机校：142名、ライフネット菅田校：51名
【中央エリア】二俣川校：393名、大和校：227名、ShunsukePark校：176名
【南エリア】京急上大岡校：298名、追浜校：287名、リーフスタジアム校：175名
【大人スクール】203名

サッカースクール・スペシャルクラス

◆各クラス(新横浜・追浜・大和)の活動報告


